
●学習指導プラン【小学校 第４学年 社会科】 

学

習

内

容 

「ごみのしょりと利用」の発展的な学習として、「発電所から出るごみ」について取り上げ、ごみ

は消費者が使った後に出る物だけではなく、消費者に届く前に出る「実際には目にしないごみ」

があることにも注目させ、話し合い活動を通してエネルギー問題や環境問題について自分なりに

考える。（本時は、原子力発電所から出るごみについて考える。） 

ね

ら

い 

原子力発電所からは高レベル放射性廃棄物というごみが出ることを知り、適切な処分方法につい

て考えるとともに、今後、どのようなエネルギーを普及させていけばよいかということについて

自分なりの考えをもつことができる。 

段

階 
学習活動・内容 

時

間 
〇 指導上の留意点 〇評価（評価方法）  

問

題

把

握 

 

 

 

１ 原子力発電所から出るごみについて確 

認する。 

 

２ 高レベル放射性廃棄物を処分する時に 

気をつけなくてはいけないことを考え 

る。 

高レベル放射性廃棄物について考えよう。 

10 〇 前時までの学習を振り返り、原子力発電所 

 から出るごみについて確認する。 

 

〇 高レベル放射性廃棄物について、説明する。 

 その際、学級活動の時間に行った放射線から 

 身を守る学習（遮蔽、距離、時間）について 

 振り返りながら、学習を進めていく。 

問

題

追

究 

３ 高レベル放射性廃棄物を処分するには 

どのような方法が良いかを考え、発表し 

合う。 

＜５つの処分方法＞ 

①地下に埋める。②宇宙に持っていく。 

③海洋底に埋める。 

④南極の氷の下に埋める。 

⑤施設を作ってずっと保管する。 

４ どんなところに処分したらよいか、そ 

れぞれの方法の良い点、問題点について 

考える。 

 ・海洋底は、深海生物に害が出そう。 

 ・施設は、大きな地震が心配だ。 

30 〇 ５つの処分方法について紹介し、現時点で 

 の自分の考えを選択させ、その根拠を聞く。 

〇 生活班に分かれて、５つの方法を「安全」 

 という視点で、４段階に評価させる。 

 （◎、〇、△、×） 

〇 それぞれの処分方法について、生活班の話 

し合いの中で出た良い点や問題点を全体での 

話し合いの中で整理していく。 

〇 分からないところや疑問に思ったことにつ 

いては、ゲストティーチャー（専門家）に自

由に質問してよいことを伝えておく。 

ま

と

め 

５ 現在の高レベル放射性廃棄物の処分の 

 方向性を知り、処分方法や今後どのよう 

なエネルギーを普及させていけばよいか 

ということについて、自分の考えをまと 

める。 

・地下に埋めるのが最も適切な方法であ 

 ることを初めて知った。 

・ごみの出ない再生可能エネルギーを普 

 及させていかなければならない。 

５ 〇 資料「電気を作るときに出るごみについて 

 考えよう」を活用し、現時点では、地層処分 

 が最も適切な方法として考えられているとい 

うことを知らせる。 

 高レベル放射性廃棄物の処分方法について適

切な方法を考え、今後、どのようなエネルギー

を普及させていけばよいかということについて

考えることができたか。（発表、ワークシート） 

 

作成推進校 いわき市立小名浜第一小学校 

 



平成２８年度 第４学年 エネルギー教育実践記録 

社会科「ごみのしょりと利用」関連：原子力・再生可能エネルギー 

実 施 月 平成２８年９月 

実践内容 原子力発電所からは高レベル放射性廃棄物というごみが出ることを知り、適切な処分方

法について考えるとともに、今後、どのようなエネルギーを普及させていけばよいかと

いうことについて自分なりに考える。 

実践の様子 ○ 原子力発電所から出るごみについて確認し、高レベル放射性廃棄物を処分する時に 

 気をつけなくてはいけないことを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 高レベル放射性廃棄物を処分するにはどのような方法が良いか、それぞれの方法の 

 良い点、問題点について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 活動を振り返り、自分の考えをワークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践を 

終えて 

 

 

〇 子どもたちは、５つの処分方法について、生活班や全体の話し合いを通して十分に

考えることができた。また、総合的な学習の時間に学習している再生可能エネルギー

の大切さに、改めて気づくことができていた。 

※ 本授業は、ＮＵＭＯ作成の「電気を作るときに出るごみについて考えよう」を活用

した。 


